
中村延子
区議会レポート

平成25年11月号＜１＞

平成25年11月号
Vol.5発行 / 中野区議会民主党議員団

　　　中野区中野 4-8-1　Phone: 03-3228-8876 　Fax: 03-3389-8718 
編集 / 中村延子事務所
　　　中野区弥生町 4-36-6-402　Phone:080-6533-9450　Fax: 03-3380-3150
　　　email: n@nakamuranobuko.jp

中野区
議会議員

平
成
25
年
第
３
回
定
例
会
本
会
議
に
て

一
般
質
問
を
致
し
ま
し
た
。

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

　

ど
ん
な
子
ど
も
た
ち
で
も
、
個
性

を
生
か
し
の
ば
し
て
い
く
こ
と
。
そ

し
て
大
人
に
な
り
、
日
本
や
東
京
や

中
野
に
と
っ
て
必
要
な
人
材
と
し
て

成
長
し
て
い
く
た
め
に
、
公
教
育
は

非
常
に
大
切
な
も
の
だ
。
ど
ん
な
状

況
の
児
童
・
生
徒
に
対
し
て
も
、
で
き

る
限
り
の
環
境
を
整
え
、
彼
ら
に
あ
っ

た
指
導
の
も
と
、
彼
ら
の
長
所
を
引

き
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

Q.
不
登
校
に
な
っ
た
児
童 

・
生
徒
へ

の
初
期
対
応
は
？
担
任
の
先
生
の
児

童 

・
生
徒
へ
の
対
応
が
迅
速
に
行
わ

れ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
だ
と
思
う

が
現
状
は
。

A.

児
童
生
徒
に
な
ん
だ
か
の
変
化
が

見
ら
れ
た
場
合
に
は
、
担
任
を
中
心

に
本
人
や
家
庭
の
状
況
の
確
認
に
つ

と
め
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
管
理
職
、

担
任
、
養
護
教
諭
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
を
中
心
に
相
談
体
制
を
整

え
、
家
庭
に
対
し
必
要
に
応
じ
た
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

危
機
管
理
に
つ
い
て

７
月
12
日
に
宝
塚
市
役
所
で
起
き
た

火
炎
瓶
投
げ
入
れ
事
件
を
含
め
、
地

方
自
治
体
へ
の
暴
力
行
為
が
様
々
な

要
因
に
よ
り
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、

後
を
絶
た
な
い
。
中
野
区
で
は
宝
塚

市
役
所
の
事
件
を
受
け
て
、
８
月
26

日
に
税
務
分
野
で
危
機
管
理
訓
練
が

行
わ
れ
た
。

Q.

今
回
は
税
務
分
野
が
対
象
だ
っ
た

が
、
そ
の
ほ
か
の
部
署
へ
こ
の
訓
練

が
行
わ
れ
る
旨
の
周
知
は
さ
れ
た
の

か
。
ど
の
分
野
で
も
区
民
と
関
わ
る

と
こ
ろ
で
は
、
い
つ
何
時
こ
の
よ
う

な
事
件
が
起
き
る
か
わ
か
ら
ず
、
危

機
管
理
を
徹
底
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
考
え
る
が
。

A.

宝
塚
市
役
所
の
事
件
を
受
け
各
分

野
に
対
し
て
緊
急
時
対
応
の
再
確
認

と
職
員
へ
の
徹
底
を
図
る
よ
う
通
知

す
る
と
と
も
に
税
務
分
野
窓
口
で
の

訓
練
を
実
施
し
た
。
こ
の
訓
練
の
実

施
に
つ
い
て
は
全
庁
に
周
知
を
し
税

務
分
野
以
外
か
ら
も
約
1
0
0
人
の

職
員
が
見
学
を
し
た
。

Q.

今
回
の
訓
練
の
対
象
と
な
っ
た
不

当
要
求
行
為
へ
の
全
庁
的
な
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
存
在
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
こ
の
訓
練
の
実
績
を
受
け
て
新

た
に
更
新
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

A.

現
在
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
凶
器
を
保

持
し
て
い
る
事
態
を
想
定
し
た
も
の

と
は
な
っ
て
い
な
い
。
訓
練
の
反
省

も
ふ
ま
え
、
改
訂
を
行
う
予
定
。
一

般
の
来
庁
者
と
働
く
職
員
の
安
全
を

守
る
体
制
作
り
を
急
ぐ
と
と
も
に
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
体
制
が
実
際
に
機
能
す

る
よ
う
様
々
な
事
態
を
想
定
し
た
緊

急
対
応
訓
練
を
継
続
的
に
実
施
し
て

い
く
。

防
災
教
育
に
つ
い
て

Q.

８
月
24
日
と
25
日
に
区
立
中
野
中

学
校
で
、
宿
泊
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

た
。
多
岐
に
渡
っ
た
宿
泊
訓
練
だ
っ

た
と
伺
っ
て
い
る
。
区
の
防
災
担
当

職
員
、
中
野
消
防
署
の
職
員
の
方
、

町
会
の
役
員
、
消
防
団
、
日
赤
の
救

護
班
な
ど
多
く
の
方
が
参
加
を
さ
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
宿
泊
訓
練
は
画
期

的
な
こ
と
で
、
中
野
中
学
校
だ
け
で

は
な
く
す
べ
て
の
中
学
校
で
も
取
り

入
れ
る
べ
き
。
地
域
の
方
々
や
関
係

機
関
の
協
力
な
く
し
て
は
、
実
施
で

き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
区
が
全
面

的
に
サ
ポ
ー
ト
を
し
実
施
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

A.

こ
の
取
り
組
み
は
学
校
だ
け
で
は

な
く
地
域
の
防
災
会
、
消
防
団
、
消

防
署
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
の

多
方
面
に
わ
た
る
調
整
を
う
け
実
現

し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
今
後
ど
の

よ
う
に
各
学
校
が
実
現
で
き
る
か
検

討
し
て
い
き
た
い
。

災
害
時
の
外
国
人
へ
の
情
報
提
供
に

つ
い
て

Q.

中
野
区
で
も
2
0
1
3
年
２
月
現

在
、
1
0
6
7
5
人
の
外
国
人
が
住

ん
で
い
る
。
地
震
の
経
験
も
な
く
情

報
弱
者
で
あ
る
外
国
人
が
災
害
時
に

パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
て
は
、
避
難
所

運
営
に
も
支
障
が
出
か
ね
な
い
。
国

際
交
流
協
会
に
頼
る
だ
け
で
は
な
く
、

区
と
し
て
外
国
人
の
た
め
に
正
確
な

情
報
提
供
を
行
う
体
制
づ
く
り
を
迅

速
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
が
。

A.

外
国
人
へ
の
平
常
時
の
情
報
提
供

は
区
報
や
H
P
に
よ
っ
て
行
っ
て
い

る
。
発
災
時
の
情
報
提
供
は
外
国
語

表
記
の
案
内
板
等
を
用
意
し
、
ま
た

東
京
都
が
設
置
す
る
外
国
人
災
害
時

情
報
セ
ン
タ
ー
や
中
野
区
国
際
交
流

協
会
等
と
の
連
携
に
よ
り
体
制
を
構

築
し
迅
速
か
つ
確
実
な
提
供
を
行
う
。

Q.

来
年
４
月
に
は
早
稲
田
大
学
の
国

際
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
が
完
成

し
、
多
く
の
外
国
人
留
学
生
が
中
野

区
に
住
ま
わ
れ
る
予
定
だ
。
き
ち
ん

と
し
た
体
制
を
作
っ
て
迎
え
る
べ
き

だ
。

A.

早
稲
田
大
学
が
開
設
す
る
中
野
国

際
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
で
生
活

す
る
外
国
人
留
学
生
へ
必
要
な
支
援

を
行
っ
て
い
く
一
方
で
災
害
時
通
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
な
ど
災
害
時

の
相
互
支
援
に
つ
い
て
早
稲
田
と
協

議
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
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1981年 9月2日生まれ　東京都中野区出身
東京文化小学校、東京文化中学校卒業
米国アニーライトスクール高等部卒業
米国クレアモント・ピッツァーカレッジ卒業
在学中、北京大学医学部へ短期留学
約4年間、民間企業に勤務
民主党衆議院議員手塚よしお秘書、
参議院議員蓮舫秘書として経験を積み、
2011年4月中野区議会議員選挙で
1530票をいただき初当選
役職：厚生委員会・地域支えあい推進特別
委員会副委員長

中村延子
なかむら のぶ こ

略歴

　　音楽、料理、旅行、
フラワーアレンジメント
おとめ座／B型／酉年

趣味

区議会での役職が
変わりました。

　中野区議会では、9月12日～10月1日に決算特別委
員会が設置され、多くの議論がされました。
　普通会計歳入決算額は1145億円、歳出決算額は
1125億円でともに昨年度と比べ増となりました。23
年度より財政調整基金の取崩額が積立額を上回ってお
り、また各種財政指標の状況も23区平均と比べると厳
しい数値が示されています。厳しい財政状況下、不断
の歳入確保と歳出の見直しを行い持続可能で体力のあ
る区政の構築を目指さなくてはいけません。個別施策

では、区役所１階ワンストップ型総合窓口の改善や主
要３債権の収納強化、待機児解消や多様な保育サービ
スの充実など評価し中野区議会民主党議員団は賛成を
致しました。一方、区立小中学校再編計画（第２次）が
策定されましたが、学校設置基準を下回る学校が見受け
られることは問題であり、教育環境の改善に取り組む必
要があります。また施設の老朽化が進み、施策全般に大
きな影響を及ぼす恐れもあり、早急に公共施設マネジメ
ント計画を策定することをあわせて要望しました。

　一昨年参加した日米青年政治指導者プログラム。 9
月28日～10月11日の日程で、同プログラムの第30
回訪日団が来日されました。
　訪日団は毎年いらしており、東京プログラムとその
他２つの道府県で研修が行われます。逆に私が参加し
た訪米プログラムは、ワシントン DCプログラムと他
２つの州にて研修が行われます。中央と地方それぞれ
の政治や相互関係など様々な政治関係者からお話を

伺ったり懇談会をもったりすることにより、日米の相
互理解を深めていくプログラムです。今回、細野豪志
衆議院議員、津村啓介衆議院議員、西沢けいた東京都
議会議員、中村公太朗世田谷区議に参加していただき、
プログラムの受け入れを致しました。
　私のライフワークでもある国際交流。こういう形で、
それも７年半留学をしていた地アメリカとの交流に関
われることに感謝しています。

　H24年度中野区決算が認定されました。

　日米青年政治指導者プログラムの
　訪日団受け入れを致しました。

　５月27日に開かれた中野区議会臨時会にて、
区議会での役職が変わりました。
　21期後期では、常任委員会が厚生委員会、特
別委員会は地域支えあい推進特別委員会の副委
員長を務めさせていただくことになりました。


